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多
摩
川
の
河
口
か
ら

二
十
キ
ロ
余
り
上
流
、
狛

江
市
と
川
崎
市
多
摩
区
の

間
に
「
二
ヶ
領
上
河
原
堰
」

が
あ
る
。
堰
の
上
流
は
川

幅
い
っ
ぱ
い
に
水
面
が
広

が
る
。
堰
の
下
流
で
は
川

の
中
に
椅
子
を
据
え
、
釣

り
糸
を
垂
れ
て
い
る
人
も
。

　
こ
の
堰
は
、
川
崎
方
面

に
流
れ
る
二
ヶ
領
用
水
に

水
を
供
給
す
る
。
多
摩
川

と
鶴
見
川
の
間
に
あ
る
川

崎
。
水
に
は
恵
ま
れ
て
い

た
筈
な
の
に
、
ど
う
し
て

「
用
水
」
が
あ
る
の
か
？

　
実
は
多
摩
川
は
流
路
が

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
わ
る
暴

れ
川
だ
っ
た
。
天
正
十
八

年(

一
五
九
〇
年)

の
大

洪
水
で
流
路
が
現
在
の
方

向
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
為
、

幕
府
支
配
下
の
川
崎
領
と

稲
毛
領
の
二
つ
の
領
地
は

水
不
足
に
。
そ
こ
で
、
絵

の
場
所
に
堰
を
設
け
、
二

つ
の
領
地
に
水
を
送
る

二
ヶ
領
用
水
を
作
っ
た
と

い
う
。

二
ヶ
領
上
河
原
堰

　
　
川
崎
市
多
摩
区
上
布
田

　
　
　
　
　
　
二
〇
一
五
年
五
月

に    

か  

り
ょ
う
か
み     

か
わ
ら  

せ
き

先
週
は
お
休
み
し
ま
し
た

元防衛官僚の警告・・・亡国の安保政策
　

元
防
衛
庁
官
房
長
、
第

一
次
安
倍
内
閣
で
安
全
保

障
担
当
の
内
閣
官
房
副
長

官
補
を
務
め
た
柳
澤
協
二

氏
は
「
亡
国
の
安
保
政
策

･･･
安
倍
政
権
と
積
極
的

平
和
主
義
の
罠
」
と
い
う

本
を
岩
波
か
ら
出
し
て
い

る
。
こ
の
本
に
は
傾
聴
す

べ
き
事
が
幾
つ
も
あ
る
。

立
法
事
実
が
な
い

　

氏
は
「
周
辺
事
態
等
と

云
う
が
具
体
的
に
何
を
ど

う
し
た
い
か
ら
新
た
な
法

律
を
作
る
の
か
、
そ
れ
が

無
い
」
と
云
う
。

　

安
倍
自
公
政
権
は
「
避

難
民
を
乗
せ
た
米
軍
艦
が

攻
撃
さ
れ
た
ら
守
ら
な
く

て
良
い
の
か
？
」
と
云
う

が
、
米
軍
艦
を
攻
撃
し
た

ら
圧
倒
的
な
武
力
で
反
撃

さ
れ
る
の
で
攻
撃
さ
れ
る

筈
が
な
い
。
あ
り
得
な
い

理
由
な
の
だ
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
機
雷

封
鎖
を
安
倍
自
公
政
権
は

云
々
す
る
。
イ
ラ
ン
の
機

雷
敷
設
を
想
定
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
機
雷
封
鎖
し

た
ら
イ
ラ
ン
は
欧
米
か
ら

袋
だ
た
き
に
あ
う
。

　

私
は
、
せ
い
ぜ
い
「
攻

撃
し
た
ら
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

を
封
鎖
す
る
」
と
牽
制
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
思

う
。
日
本
の
防
衛
に
は
関

係
な
い
話
だ
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
と

は
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い

な
い
時
に
自
ら
の
意
志
で

米
国
と
Ｘ
国
の
戦
争
に
参

戦
す
る
こ
と
。
か
え
っ
て

Ｘ
国
か
ら
の
攻
撃
を
招

く
。

　

こ
れ
ま
で
、
九
条
が
あ

る
か
ら
日
本
は
武
力
を
行

使
せ
ず
、
他
か
ら
攻
撃
さ

れ
な
か
っ
た
の
だ
。
平
和

主
義
と
い
う
な
ら
国
際
協

調
を
促
進
す
る
外
交
を
す

べ
き
で
、
刀
を
振
り
回
す

こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


